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＜REPORT＞

出荷・ピッキング工程自動化で庫内業務を大幅に効率化

持続可能な物流実現のための体制が整う

オリンパス(株)・相模原物流センター

高度医療機器を提供するメドテックカンパニー、オリンパス(株)の物流拠点改革が
進展している。主力国内物流拠点の相模原物流センター（相模原市南区、DLP相模
原内）には将来構想を踏まえて自動化設備・機器を導入し、庫内作業の効率化と省
人化を図り、想定目標を大幅に上回る成果を達成。今後は工場も含めたサプライチ
ェーン全体での物流効率化をさらに促進するとともに、環境負荷を低減した持続可
能な物流体制構築を目指す構えだ。そこで本稿では、同社・相模原物流センターに
おける自動化設備・機器導入の背景・経緯、実際の運用や工夫、導入効果のほか、
今後の計画などについてレポートする。 (編集部)

防災を考慮した相模原物流センター
東日本大震災を契機に川崎から移転

オリンパスは、デジタルカメラや工
業用顕微鏡などの映像あるいは科学事
業で知名度も高いが、すでにこれら事
業を譲渡しており、現在は経営資源を
内視鏡事業と治療機器事業の医療機器
分野に集中し、事業拡大を続けてい
る。2023年3月期連結決算も売上高が前
期比17.6%増の約8,819億円、営業利益
が同27.7%増の1,866億円、税引前利益
が同28.6％増の1,822億円と、2期連続
の増収増益を達成しており、業績も好
調。消化器向け内視鏡市場では世界シ
ェア70％を獲得している。
同社の物流拠点は、国内では相模原

のほか、弘前（青森県弘前市）、白河

（福島県白河市）、東大阪（大阪府八
尾市）の4か所にある。東北には同社グ
ループ会社の製造工場を複数構えてい
るため、弘前と白河はこれら製造工場
に向けた製造用部品の在庫・出荷拠点
になっている（白河は補修部品も）。
一方、相模原と東大阪は、内視鏡・治
療機器製品の在庫・出荷拠点。相模原
については、グループ会社の製造工場
が東京と長野にもあるため、これら製
造工場向けの製造部品や補修部品の在
庫・出荷拠点としての機能も併せ持っ
ている。
今回フィーチャーする相模原物流セ

ンターは、川崎市にあった物流拠点が
移転する形で2015年に開設された。そ
の契機となったのが2011年の東日本大
震災。川崎の物流拠点も例外なく被害
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に見舞われ、出荷機能が損なわれたか
らだ。このとき、「人命に関わる医療
製品を提供するメーカーの社会的責任
を考え、BCPの観点から製品出荷拠点
の設置場所を見直すべきだと考えた。
そこでいくつかの候補の中から、強固
な地盤と免震構造の建屋という条件を
満たしたDPL相模原を選択した」（サ
プライチェーンマネジメント ロジステ
ィクス＆トランスポーテーション ディ
レクターの原英一氏、写真１）のだと
いう。相模原という地域については
「構内作業従業者が集めやすいことも
考慮した。本来は3PL企業に任せれば
いいことだが、当社としてもよりよい
環境で委託したかった。また、圏央道
を利用し、首都圏全域に効率的に製品
輸配送が行えるメリットもあると判断
した」（原氏）としている。
相模原物流センターはDPL相模原の4

階と5階の2フロアを利用。延床面積は
倉庫棟が約3万㎡で、事務棟が約600

㎡。1日当たりの取扱規模は、出荷処理
行数が6,750行、出荷箱数が4,430箱、
出荷重量が28t、出荷容積が188㎥で、
トラック車用入出台数は約100台となっ
ている。また、取扱品目が小さな消耗
品から大きな内視鏡システムまで幅広
く、合計5,250SKUにまで達するため、
迅速かつ高精度のピッキング・出荷が
行える体制を整えた。構内業務はロジ
スティード(株)（2023年4月に(株)日立
物流から社名変更）に委託している
が、輸配送網についてはオリンパスが
設計し、この設計に基づいた輸配送業
務を30社（路線便・チャーター便・社
内定期便）に委託し、運用していると
いう（図表１）。

ビジネスモデル変更で消耗品比率拡大
新経営戦略の高い収益目標も背景に

同社は2016年3月発表の中期経営計画
でビジネスモデルの変更を打ち出し
た。これは、内視鏡システムのような
装置・機器販売を収入・収益の中心と
する「インストールベース型医療ビジ
ネス」から、治療の際に消費される消
耗品販売の強化により収入・収益拡大
を目指す「症例数ベース型医療ビジネ
スモデル」にシフトするというもの。
このシフトにより消耗品の取り扱いが
増えることで、物流センターには「多
頻度」、｢小ロット｣、｢短納期」への対
応がさらに求められることになる。当
然のことながら物流現場への負荷が増
すことは明らかだった。
さらに2019年11月には、新経営戦略
の中で「年率5〜6％の売上高成長率の
維持」と「20％以上の営業利益率を目
指す」という目標が打ち出された。こ

写真１ オリンパスの原ディレクター

図表１ 相模原物流センターの概要
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こから自動化設備・機器導入の動きが
加速。「ビジネスモデル変更後しばら
くは物流量増加に増員で対応してきた
が、新経営戦略の目標達成のために
は、生産・物流量を継続的に増加させ
なければならない。当時すでに物流分
野での人手不足が顕在化しており、構
内作業を自動化するという結論に至る
のも必然だった。また、ただ自動化す
るだけでは目標の利益率には届かない
と考え、①作業のスピードアップ、②
省人化、③保管効率（倉庫内の上の方
の空間の有効活用など）―の3点を考慮
した自動化設備・機器導入を検討する
ことにした」(原氏)という(図表２）。

出庫・ピッキングの自動化に設備投資
PTGからGTPへと業務設計をシフト

こうした経緯を踏まえ、同社が相模
原物流センターに導入したのは、ロボ
ットストレージシステム「AutoStore｣
((株)オカムラ）、バケット自動倉庫
（村田機械(株)）、高速立体仕分けシ
ステム「ユニシャトル」（村田機械
(株)）の3機種。AutoStoreとバケット
自動倉庫は、保管されている製品や消
耗品などを受注・出荷データに基づい
て自動的に出庫し、ピッキング作業者
のもとにコンベヤで搬送する。ピッキ

ング作業者はピッキングリストに沿っ
てオーダー別に製品等をピッキング
し、搬送用コンテナに詰めてユニシャ
トルに搬送。ユニシャトルは、これら
搬送用コンテナを出荷順に順立てし、
自動排出して梱包工程に送る仕組み
だ。
AutoStoreは保管効率を重視して導入
されたもので、その保管能力は「Bin｣
（専用の保管用コンテナ）で 1万3,685
個。出庫能力は担当作業者4名で450行
／時間であり、単位面積当たりの保管
効率化に寄与しているという。一方、
バケット自動倉庫は作業スピードを重
視して導入されたもので、出荷したい
製品を最短約30秒で取り出してピッキ
ング作業者のもとに届けることができ
る。保管能力は専用コンテナで4,240
個。出庫能力は担当作業者3名で470行
／時間であり、出荷頻度の高いアイテ
ムの作業効率化に寄与しているとして
いる。ユニシャトルは、ピック完了品
をプッシュ型ジャストインタイムで梱
包作業者に供給するために導入された
もの。AutoStore、バケット自動倉庫と
コンベヤで連結しており、両機種のも
とから送られてきたピック完了品を配
送便順（出庫までの締め時間順）に順
立てし、自動排出して梱包工程に搬送
する仕組みで、その格納能力は専用コ
ンテナ616個分となっている。そのほ
か、自動化設備・機器では対応困難な
製品等（「Bin」や専用コンテナに入ら
ない大きさのものなど）については固
定棚で保管し、オーダーが入ると作業
者がピッキングし、コンベヤで梱包工
程に搬送する。
機種それぞれの特徴を踏まえ、「出
荷頻度の高いものはバケット自動倉庫

図表２ 物流拠点における旧体制の課題と方向性
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で、中頻度以下のものはAutoStoreで保
管している」（原氏）。現在、相模原
物流センターで保管している製品等は
｢行数ベースで固定棚が約2 0％、
AutoStoreが約40％、バケット自動倉庫
が約40％といった割合。取扱製品等が
すべてAutoStoreやバッケト自動倉庫に
収まればいいが、その種類は200kg程度
の医療機器から10g程度の消耗品など多
岐にわたり、出荷頻度・数量で見ても
毎日大量に出るものもあれば年間10個
しか出ないものもある。お客様からは
これら製品等が混在する形でオーダー
をいただく場合が多く、当センターで
は自動化設備と人手を合理的に駆使
し、効率よく出荷できる体制を整えて
いる」（サプライチェーンマネジメン
ト 日本地区統括 本部長の田中亮氏、写
真２）としている（図表３）。
これら3種の自動化設備・機器は、同
社独自設計のWCSで制御されてい
る。WMSも同社独自設計で、WCSと連
携するシステム刷新により、3種の自動
化設備・機器が入出荷データに基づい

て無駄なく効率的に連動する仕組みを
作り上げた。また、旧体制はピッキン
グ作業者が棚まで歩いて製品等を取り
にいくPTG（person to goods）の業務
設計だったが、自動化設備・機器導入
後はピッキング作業者のもとに製品等
が搬送されるGTP（goods to person）
の業務設計に移行。「旧体制ではピッ
キング作業の実に6〜8割が歩行に費や
されていた。GTPへの業務設計移行に
よりこの無駄がなくなり、効率化が図
られたほか、作業者の身体的負担も大
幅に軽減することができた」（原氏）
という。自動化設備・機器の導入にあ
たっては、人間工学の観点から動作経
済の法則を採用。作業者が荷物を肩よ
り上に上げたり、後ろを振り返ったり
するような動作が必要ない工夫（保管
用コンテナと製品をピッキングして移
し替える搬送用コンテナの高さを揃え
た）とレイアウト設計（ピッキング作
業箇所のコンベヤ連結を工夫し、体を
ひねる作業を90°以内に抑えた）を施
し、業務の生産性向上とともに、作業
者の身体的負担の軽減にも配慮してい
る。
今回の自動化設備・機器導入が完了
したのは2021年1月。2016年の移転か
ら5年弱、2018年の自動化プロジェクト
発足から3年弱を要した。この間、「他
社の自動化設備・機器導入事例を研究

図表３ 構内システムの全体像と特徴

写真２ オリンパスの田中本部長
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し、議論を重ねた。また、AutoStore導
入現場を見学させてもらうなど、現場
重視の考えで検討を進め、3機種を選定
した」（原氏）という。

センター全体の生産性向上を志向
人と設備の能力最大化への工夫も

相模原物流センターにおけるこれら
自動化設備・機器の運用の流れや現場
での作業上の工夫などについては以下
の通りだ。
AutoStoreは、格子状に組まれた高さ
数ｍのグリッド内部に「Bin」が高密度
に格納されている。相模原物流センタ
ーでは、このグリッド上を24台のロボ
ットが搬送（写真３）。受注・出荷デ
ータに基づき、グリッド上に送り出さ
れた「Bin」のもとに移動し、これを吊
り上げた格好でピッキング作業者が待

つ「ポート」（グリッド外面に連結す
る形で設置）に届ける。ピッキング作
業者はモニターに表示されているピッ
キングリストを確認し、「ポート」に
送られてきた「Bin」に付されたロケー
ションラベルのバーコードをハンディ
ターミナル（(株)デンソーウェーブ）
でスキャニング（写真４）。受注・出
荷データどおりの製品で間違いないこ
とを確認し、必要数量をピックアップ
して搬送用コンテナに移し替える（オ
ーダーピッキング方式）。この際、製
品に個別添付されたバーコードもスキ
ャニングする（写真５）ため、ピッキ
ング作業での数量ミス発生も防げる。
AoutoStoreのグリッドは12段構成
で、出庫頻度順に「Bin」が上に積み上
がるアルゴリズムを採用。出庫完了後
の「Bin」を一番上の段に再配置してい
くもので、出庫を繰り返すたびにより
出庫頻度の高い「Bin」が上段に積み上
がる仕組み（写真６）。「設備が動け
ば動くほど、『Bin』の位置が最適化さ
れ、出庫効率が高まる」（原氏）もの
となっている。
同社では、AutoStore導入後、新製品
開発において「『Bin』に収まるサイズ
に設計し、包装すること」が考慮され
るようになった。これが徹底されれ
ば、AutoStoreにおける保管効率がさら

写真４ 「ポート」に届いた「Bin」のバーコードをスキ
ャニングして受注・出荷データとの照合・確認を行う

写真３ 「Bin」を吊り上げてグリッド上を搬送するロボット

写真５ 製品に個別添付されたバーコードをスキャ
ニングし、必要数量を間違えることなくピックアップ
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に高まることは当然だが、「これまで
届くことのなかった物流部門の声が開
発部門にまで届いた。物流にさらなる
利益の源泉があることが理解され、全
社的にこれを重視する姿勢が明らかに
なった」（原氏）ものだという。
バケット自動倉庫では、出荷頻度の
高い製品が保管されており、受注・出
荷データに基づき、該当する製品が収
納された保管用コンテナを出庫してピ
ッキング作業者のもとにコンベヤで搬
送する（写真７）。ピッキング作業者
は、AutoStoreの「ポート」でのピッキ
ング作業と同様、バーコードをハンデ
ィターミナルでスキャニングし、モニ
ターを確認しながら必要数量をピック
アップして搬送用コンテナに移し替え
る（写真８）。ここでは使用する道具
・備品の配置についても作業者の声を
反映。タッチパネル式モニターの操作

で使用するタッチペンについてはモニ
ターから吊り下げられるようにし、ペ
ンを戻す動作を楽にした。
AutoStoreとバケット自動倉庫から出
庫された製品は、オーダーごとに搬送
用コンテナに移し替えられ、コンベヤ
でユニシャトル（写真９）に送られ
る。これを受け入れたユニシャトルで
は、出荷順に順立てし、自動排出して
梱包工程に送る。梱包工程は、14本の
梱包ステーションからなる小口梱包エ
リア（写真10）と、大口梱包エリアに
分かれている。小口梱包エリアは、消
耗品の取扱数量増加に対応するために
設置したもので、現在はこちらのエリ

写真６ より出庫頻度の高い「Bin」がグリッド上段に
積み上がる仕組み

写真７ 出庫頻度の高い製品を保管しているバケット自
動倉庫

写真９ 搬送用コンテナを受け入れて出荷順に並べ
替えるユニシャトル

写真８ モニターを確認しながら製品をピックアップ
して搬送用コンテナに移し替える
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アの稼働率が高い。梱包ステーション
にはそれぞれ一人ずつ作業者が配置さ
れており、搬送用コンテナから製品を
取り出し、製品のバーコードをスキャ
ニングして出荷用段ボールに収納し、
封緘するとともにラベル貼付などを行
う。各梱包ステーションの作業進捗状
況はユニシャトルが検知。進捗状況に
応じ、当該梱包ステーションに自動的
に製品を搬送するプッシュ型オペレー
ションが採用されている。また、この
工程には固定式のバーコードリーダー
が設置されており、フリーハンドで効
率的にスキャニング作業が行える体制
となっている点も特徴的だ。一方、大
口梱包エリアでは、固定棚で保管され
ていた製品の梱包のほか、AutoStoreと
バケット自動倉庫に保管されていた製
品で、固定棚の製品と一緒に出荷され
る製品の抱き合わせ梱包を行う。ユニ
シャトルから大口梱包エリアへの製品
搬送については、そうした抱き合わせ
オーダーに対応する作業者からの発信
に応じるプル型オペレーションが採用
されている。
センターから出荷する製品の物量
は、納品2日前のやりとりを原則とする
発注データで掌握されており、その物
量に応じた設備の稼働、人員配置が計
画される。また「センター全体の稼働

を10としたとき、出庫・ピッキングが5
で梱包が5と均等になることが効率的に
望ましく、その近似値を許容範囲とし
てオペレーションを行っている。稼働
状況のバランスは常に可視化されてい
るため、状況に応じて人員配置を変更
するなど、柔軟な対応が行える体制に
なっている」（原氏）としており、高
い生産性を実現・維持できるこの仕組
みは業種業態を超えて先進的だ。
同社では、AutoStoreとバケット自動
倉庫から出庫された製品のピッキング
工程にアーム式ロボットを導入する意
向もある。しかし、「当社製品はアイ
テムが多く、サイズも異なるため、製
品をピックアップするハンドリング部
分との相性に課題がある」としてお
り、実際の導入時期については
「AutoStoreで1〜2年後、バケット自動
倉庫はさらに時間が必要」（原氏）だ
としている。

当初目標を約4年も前倒しで達成
19年度比で出庫行数31％増など

同社は当初、相模原物流センターに
おける改革プロジェクトの目標
を、2019年度比で出庫行数38％増
（3 ,000行／日増で１万1 ,000行／
年）、ロジスティード委託作業人数
31％削減（132人⇒81人）、保管可能数
20％増（1,350パレット増の8,150パレ
ット）に設定し、2025年度で達成する
ことを考えていた。その達成のために
必要と判断して導入したのがAutoStore
やバケット自動倉庫、ユニシャトルの3
機種だったが、2021年1月の導入完了か
らわずか半年後となる同年7月には、こ
の目標を上回った（出庫行数：38％

写真10 14本の梱包ステーションからなる小口梱包エリア
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増、委託費：31％減、保管可能数
：29％増）（図表４）。当初想定から
約4年も前倒しで目標を達成したわけだ
が、「このプロジェクトの過程で多く
の人材が成長した」（原氏）ことも大
きな成果だったという。
このプロジェクトは、コンサルタン

トを入れず全て自社で完遂。委託先の
ロジスティードの提案を受ける選択も
あったが、「人命にかかわる医療機器
を提供しているプロとしての社会的責
任を踏まえ、物流拠点の革新は自社で
完遂すべきだと考えた」（原氏）とし
ている。ロジスティードの理解と協力
が欠かせなかったが、これもロジステ
ィードに受け入れられたという。

｢物流生態系｣を守りながらの改革を志向
医療機器業界の共配拡大にも取り組む

同社は、医療機器の物流について
「絶対に止めてはならない。持続可能
性を確保することが重要だ。2024年問
題が取りざたされているが、医療機器
のサプライチェーン物流は改善余地の
大きい部分もあると認識している。荷
主の立場だが、今回の相模原物流セン
ター改革のように内部でできることに
積極的に取り組んでいく」（原氏）と

している。
2024年問題については「荷主企業と
して、物流業界の疲弊を招き、『物流
生態系』に悪影響を及ぼすような対応
をしてはならない。業界全体で技術革
新に取り組むことが重要だ。当社とし
てはそのような企業との連携を強めて
いきたい」（原氏）とし、さらに、①
近視眼的な発想による安易な業者変更
はしない、②貨物絶対数および容積の
圧縮を可能な限り行う、③カット時間
変更および納品リードタイム変更には
柔軟に対応する、④共同化・シェアリ
ングの検討を加速化させる―の4点を、
企業としての社会的責任として掲げ、取
り組む考えだ。②については、段ボー
ルケースの高さを半分にできる高さ可
変式自動梱包機の導入を検討する。
一方、医療機器業界における共同配

送は、各社物流の複雑な仕組みもあっ
て全物流量の6％程度にとどまっている
が、この拡大にも積極的に取り組む。
また、地元地域のために、相模原市の
経済活性化にも貢献していく。特に自
社で蓄えた物流と自動化技術に対する
知見については、業種業態の枠を超え
た情報共有を通じ、地元企業の物流部
門の底上げに貢献できるとみている。

図表４ 自動化設備・機器導入効果

※オリンパス(株)提供資料を一部加工

R
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https://www.kyowa-mfg.co.jp/


https://www.youtube.com/watch?v=WOy2VtAMozQ


伊東電機(株)は10月3日〜4日の2日
間、大阪市中央区のマイドームおおさ
かでプライベート展示会「id-Fair〜
POWER MOLLER 運び方改革展 in大阪
〜」を開催した（写真１）。同展示会
は、生産・物流現場の改善に資する同
社最新技術・製品を披露・提案するも
ので、コロナ禍を経ての3年ぶりに開
催。会期中は製造・流通に関わる多数
の企業関係者が来場し、活発な商談が
行われた。展示会終了後には、別会場
で懇親会が開催され、交流のひととき
を楽しんだ。
同展示会は、技術・製品展示のほか、
プレゼンテーションや特別セミナーで
構成。展示フロアでは、同社歴史の紹
介のほか、コンベヤやソーティングシ

ステム、コンポネーツ・モジュールなど
のMDR式（同社製モータローラを駆動
源とする）マテハンをはじめ、同社が
千葉県習志野市の全自動地下植物工場
「ベチカ」で導入している「セル式モ
ジュール型植物工場」、MDR式マテハ
ン最適ラインを構築するパートナー各
社の製品などが展示された。
同社の新製品は、重量物対応直角分

岐モジュール「M-RAT」（写真２）
と、独自開発の衝撃吸収ローラ
「FNR（エフエヌローラ）」（写真
３）。M-RATは今回初めて披露された
製品。MDRを駆動源としたコンパクト
設計で、250kgの重量搬送物の直角分岐
に対応することができる。駆動部の突
起がないため、低床コンベヤ構築が可

トピックス①

生産・ 物流現場の改善ヒントを提案
「id-Fair～POWER MOLLER 運び方改革展 in大阪～」を3年ぶりに開催

伊東電機(株)

TOPICS 01

写真１ 来場者で賑わう展示フロア 写真２ 重量物対応直角分岐モジュール
「M-RAT」
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能。搬送物の上下動がなく、駆動時の
衝撃・振動が抑制された構造となって
いるため、段積みした搬送物の安定搬
送も行える。一方、FNRは駆動時に搬
送物に加わる衝撃を吸収する素材・構
造設計を採用したMDR駆動コンベヤモ
ジュール。傾斜コンベヤへの乗り継ぎ
など、衝撃が加わるラインや、EC物流
における軟包装商品の搬送に適する。
プレゼンテーションでは、省スペー

スで毎時1万5,000ケースの仕分け能力
をもつ高速ソーティングシステム「id-
SORTER-M15K」を紹介。特別セミナ
ーでは、3日が「最適な電源器を提
供」（(株)ニプロン）と、「物流現場の
改善が未来の成長の糧となる！〜機械
化・デジタル化を通じた物流改革
〜」（(大)東京海洋大学 学術研究院 流
通情報工学部門 教授(工学博士) 黒川久
幸氏）の2題、4日が「工場・物流セン
ターを守る雷対策」（音羽電機工業
(株)）と、「物流の進化〜DXによる新
たな事業創造の実現〜」（(株)ローラン
ド・ベルガー パートナー 小野塚征志
氏）の2題について講演が行われた。
展示会終了後の懇親会であいさつに

立った同社代表取締役社長の伊東徹弥
氏は「当社のプライベート展示会はア
フターコロナ後の今回から名称を『id-
Fair〜POWER MOLLER 運び方改革
展』に変更した。これを機に、当社技
術・製品をさらによく見ていただくた
め、これまで以上の技術レベルアップ
と、より使いやすい製品開発に取り組
んで参りたい。また、この展示会を通
じてユーザーの皆様により深く接し、
今後の製品開発のヒントをいただく一
方、ユーザーの皆様に対しては、現場
改革や働き方改革、運び方改革につな
がる技術やヒントを提示していきたい
と考えている。この展示会は3年ぶりの
開催となったが、コラボレーションメ
ーカーの皆様のご協力もあり、無事開
催にこぎ着けることができた。今後も
この展示会を通じ、現場改革や物流改
革、働き方改革につながる技術、製品
の情報、ヒントを発信していく」と述
べた（写真４）。
※次号以降で伊東社長のトップインタ
ビュー掲載の予定。

TO
PIC

S
02

写真３ 衝撃吸収ローラ「FNR」 写真４ 懇親会であいさつする伊東社長
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TOPICS 02
トピックス②

サプライチェーン改革のソリューション提案が一堂に
「UCHIDAビジネスITフェア2023」（東京会場）を開催

(株)内田洋行

内田洋行(株)は10月20日、東京・港区の明治記念館でプライベートイベント
「UCHIDAビジネスITフェア2023」（東京会場）を開催した。同イベントは特別講
演、セミナー、デジタル化ソリューション展示（写真１）の3つで構成されており、当
日は製造・流通に関わる多数の企業関係者が来場し、活発な商談が行われた。なお、11
月1日には大阪会場（グランフロント大阪）でも同イベントが開催された。
特別公演は「変化の激しいテクノロジー時代に生きる日本企業の未来」とのテーマ
で、(株)KADOKAWA取締役代表執行役社長の夏野剛氏が登壇。日本の過去25年を振り
返るとともに、日本企業の将来戦略についての考えを述べた。セミナーは、ユーザー講
演、ITトレンド、食品工場のデジタル化、SX/DX、人的資本、政策（中小企業政策）な
ど8つのプログラムを用意。ユーザー講演（物流2024年問題）では、サッポログループ
物流(株) ロジスティクスソリューション部長の井上剛氏と、(大)東京海洋大学 学術研究
院 流通情報工学部門 教授（工学博士）の黒川久幸氏の2名が登壇（写真２）。物流の労
働環境問題は2024年問題以前から指摘されてきたこととし、今後さらに深刻化する労働
力不足に対応し、持続可能なロジスティクス体制を実現するためには、物流の根本的な
見直しが必要であると語った。また、企業としての具体的な取組として、サッポログル
ープにおけるロジスティクス戦略策定と、それを支える「人財教育」を紹介した。
デジタルソリューション展示では、「つなぐ・つながる」をテーマに「サプライチ

ェーン」や「基幹連携」などの切り口で約40のソリューションを展示。「倉庫」関連で
は、WMS「スーパーカクテルCore物流」のほか物流KPI分析ソリューションなど
が、「流通」関連では、配車計画ソリューションやトラックバース予約システムが紹介
されていた。
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写真１ 来場者で賑わうデジタル化ソリュー
ション展示フロア

写真２ ユーザー講演（物流2024年問題）の様子


